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放射 能泉 に関 す る研 究 (XXXIIT)
放射能泉入浴の血中鉱質に及ぼす影響
岡山大学?.TL泉研究所内科 (指導大島教授)
青 田
緒 言
温泉浴が生体のいわゆる植物系の変調をも
たらし,血中鉱質量に変動を来すことは,請
先人の研究によD周知の事柄であるが,放射
能泉浴が他の泉質に比して特に異なる影響を
及ぼすか否かについては,まだ決定的な見解
に達していないようである.
著者は放射能温泉である三朝温泉 を使用
し,この点について研究を行ったので,その
動物貸験の成績をここに発表する.
実験材料並に実験方法
実験動物として体重2-淡gの成熟堆家兎を
使用した.
飼料は巽験開始前 1箇月よD実験終了まで
甘藷と豆腐SL='Jだけとし,毎日その各々lr,Ogを
1日2回に分けて与えた･
家兎を3匹づつの-1群に分け,第 1群は放射
能100-150マツ-の含重曹房男食塩泉である三
朝温泉山田場,第 2群は40日以上貯蔵し,放
射能の影響を無視できる貯蔵山田湯,第3群
は研究所水道水で,第 1,第2,第 3群 いづ
れも毎日1回 42-14cc5分の高温浴 を3週
間連続し,第 4群は非入浴対照とした.(第1
表参照)
茸験は昭和2‡3年13月よE)昭和27年 1月に亘
る問に行い,血中鉱質量の測定は連日浴の開
始第 1日,第q日 (1遇後),第15日 (L'週筏),
第22日 (a遇後)の各日にそれぞれ浴晶 浴
後1-2時限 3--1日射乳 6-7時乱 2時 間の
作 衛
5軌 毎回耳静脈より1lr,～2ccづつ採血して行
い,入浴開始第5Elと浴廃lヒ1週後の両日は
浴前にだけ1回採血,測定を行った･筒,当
日の給銅は浴後 6-7時間の採血がすむまで
は行わなかった･
血中鉱質としては,血清中のK,CLO4,NLl･,
Cl,のA柱につき検し,Kは血清0･2°Cを使用
し,K.mmer-'risdall)に従いNa-Co-Nitrit
により沈澱,KMnO4=で滴定,CEtは血清0.2｡C
を使用しS('1,el法2)3)に従い,NLl.は血清0.1cc
を使用し酷酸Uranyl法4)により,Clは血清
第1表 三朝温泉 (山田湯)男､折衷
(厚生省衛生試験JjJf分析,昭和L7年)
泉質 含食塩重曹放射能泉
PH じ.ilo(lSOC比色法)
放射能 平均 1GSマツ-
Ton I ど/kg l mi11il'11%
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0･1ccを使用LEoranyトRln･ZTlyAk5)6)法に従
って定量を行った.
同時に血清蛋白量を日立製屈折計を使用し
測定し参考にした.
血清の内には僅かの溶血をみたものもあっ
たが,これらも除外はしなかった.
実 験 成 績
第2表に一指表示する如 くである.(第2表
参照)
浴種Q,採血日17,採血時間7Jの3因子に関
し要因分析17)により検討した･
まづKについては測定値が全般に高値を示
第 1因
連日入浴による家兎血清1こ是の消長
rT; 竺 '/ JijiL.二二/.__ll_こ_J｡
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し42mg/dB平均であるが,これは採血時,家
兎を頭部下垂位に操持したため,うっ血の影
響71が大きい原内とも考えられるが,ともか
く,山田浴郡ではJ週筏に増加,2週 後に軽
度の増加,3過渡には第 1日よI)減少,貯蔵
山m浴群では週を加えるに従って漸次増加,
･I炎水浴群では1週後に増加,2週後に軽度増
価,i週後は 2週後より減少するが第1日よ
i)は増加,非入浴群では1過勤こ増加,2週
後に軽度増加,3週後は2退役よりやや増加
する･
同一口内の入浴絹後に於ける消長について
要 因 分 析 表
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は,浴唾による差は有意とは認められす, こ
の事はK,Cn,NLl･,Clすべてについて同様で
ある･(第1図参照･図中書, **印はそれぞれ
危険率 T,%,1% で有意差のある事を示す.
以下同様.)
次にCLl･については山田浴群と貯蔵山Frl浴
群では1-2過後に減少,3週後に回復傾向を
示し,淡水俗群では1週後に減少,2週 後に
軽度増加,3週後に再び減少,非 入浴群では
1週後に減少,B週後には任に回復,3遁後に
は再び減少傾向を示すが,しかしこれらは浴
穂による差は有意とはいえない.(第2図参照)
第 2国
連 口入浴による家兎血清Ca畳の消長
C(Tt
mg/aA
第1日
作 衛
次に N･1-については山円浴群では 1週後に
増加,2週後に減少,3過熱こ回復,貯蔵山田
浴群では山田浴群と同様であるが変化は軽度
で,淡水浴群と非入浴郡ではtlづれも週を加
えるに従い減少を示す,(第3図参照)
次に〔'1については山川浴群では 1週後に増
加,2週後に倭に捕少,;与週後に更に減少,貯
蔵LLHTI浴群と淡水浴群では 1週後以後僕に増
加,非入浴群では週を加えるに従って傍に減
少を示すが,いづ江も俗軌こよる差は有意で
はない･ぐ第咽 参照)
血清蛋白量は山m浴=群と淡水浴群では 1週
要 因 分 析 表
11' 556.7 4_1=3 185.6**
Q ILt32.5 4-1-3 477･5*)
Z 16(I.7 5-1=4 4n.2
W xQ 421.4 壬iX'd-9 46･8
ZxQ 4ii'710.: かく3-叫 的 G･
2週 後 3週 後 浴廃rL
l週後
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要 因 分 析 表
第 3囲
連日入浴による家宅血清Na量の消長
Na
mg/dA
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第 1日 4日後 1週 後
後に増加,2週後には軽度増加,3週 後に減
少,貯蔵山田浴群と非入浴群では週を加える
に従って漸次増加の傾向を示す.(第咽 参照)
考 接
一般に塩浴は副交感伸経緊張先進的に作用
するとせられ8),高温浴は一般に交感柵経 緊
張充進的に作用するとせられておD,Ilof,
稔尾等は初期の交感紳経緊張期につづき後期
の副交感珊経緊張期を区別し,松と引ま後期を
以て治癒反応と解している如 くである19J10)
放射能泉では,奥田1)によれば三朝温泉高
塩入浴は副交感神経緊張促進的に作用し, そ
2週 後 3週 後
の最高点は8-17日にあるといい,'llaler121
によれ ばGastein泉 はinvitroで も inviro
でもAdremlinに桔抗作用が あ る とい い,
Fllnn131によればR.ldiHm泉はCLl.の尿中排涯
を増加するという･著者の実験成績では,請
家9)10)14)15)16)に従って血中K増加,Ca減少は
交感紳経緊張充港を,逆は副交感神経緊張克
進を:示すものとすれば,山Eli浴群は連日入浴
開始1-2週後に交感紳経緊張先進,3週 後に
副交感締崖緊張先進を示し,貯蔵山田浴群は
むしろ週を加えるに従い漸増する交感神経緊
張先進を示し,淡水浴群と非入浴群は 】週後
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第 4国
連口入浴に3:る豪屯血清(､1畳の滑長
Cl
mF/dB
要 因 分 析 表
要 因 5
SS i ∩ il i M s
二 ㌦ ∴ ≡ ニー
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第1E1 4日後 1週 後
に交悉神経緊張先進,2-3週後には動揺はあ
るが 1週後よ机ま程度の軽い交感珊経緊張先
進を示す.
Clは泉種による差は有意とは認められない
が,NLlについては山刑浴群と貯蔵山m浴 群
には1週後に於ける増加が認められ,淡水浴
群と非入浴群は週を加えるに従って減少を示
し,この差異に関しては,或は第1,第2群で
は経皮的に泉水中のhT･1の吸牧が起ったとも,
或は下垂体一･副腎皮質系の横転によるとも,
或はその他の原因によるとも考えられる.
舞 括
/ _ヽ J一●
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2週 後 3週 後 響鮎
著者は家兎に毎日1回の温泉浴を3週間に
わたり施行し,血中鉱質の変動を追究して次
の如き成績を得た.
I.山悶浴では血清1こ量は1遅後にかな り増
加,2週後に軽度増加,3遅後に減少,C.I,畳
は lA-2週後に減少,3進後には回復傾向を示
し, Nn畳は 1週後に増加,2週後に減少,3
遅後に回復する.Cl量は1週後に増 加,2周
後に減少,3遇後に更に減少する.
2･貯蔵山けl浴では血清K量は週を加えるに
従も,漸次増加,CP･,Ntl･畳は山臥浴と同傾 向
であるが程度は軽 く,Cl畳は1週後以後は増
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要 因 分 析 表
第 5図
連日入浴による家兎血清蛋白量の消長
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第 1 日 4日後 1週 後
加する.
3.淡水浴では血清 K量は1週後 に増 加,
2-3週と漸次増加度は減少,C.Tl量 は1週 後
に減少,2週後に軽度増加,3週後に 円び減
少,iVn畳は週を加えるに従い漸次減少,Cl
量は 1週後以後は埠加する.
4.非入浴では血清K量は1週後に増加,2
越後に増加慶を減 じ,3週後には2週後 より
やや増加,Ca量は1過酸に減少,2週後には
軽度減少,13週接には再 び減 少度増加,N:I
量ならびにC1量は週を加えるに従い漸次 減
少する.
5･同一日内の浴前後の血中鉱質量 の消長
には浴種差は有意とは認められない.
6･血清蛋白量は山川浴群と淡水浴 群 で は
1週後に増加,2遅後には増加慶はやや減少,
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1週匪
3週後には減少,貯蔵山田浴群と非入浴群で
は週を加えるに従いむしろ漸次増加の傾向を
示す･(第 ㍍図参照)
結 論
三朝温泉山け1湧を使用し,100-1:10マッヘ
の放射詑温泉にLi週間連続箆日1回12-4iOC
r,分 間の高湿入浴な豪兎について実施し, そ
の血清中E,Cこ.,Nこ,Ci,蛋白畳に及ぼす影
響を実験的に検討し,二大の結論を得た1
1.山田浴では入揚初完封こ於ける血清k量
増加,Cn量減少,Na量,Cl量の増加,なら
びに蛋白量の増加,後期に於けるこれらの逆
の傾向が認められる.
2･放射能温泉である三朝温泉LLJ田湯入 浴
の血中鉱質に及ぼす影響は,対照である貯蔵
Ll鞘易,又は従来得られた他の泉賃の淀泉浴
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第 6囲 連 日入 浴 豪 兎 血清K,CP.,Na,Cl,蛋 白量 の油 長
山 田 浴 群へ 貯蔵山m浴群 溌 水浴 群 非 入 浴 群
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のそれに比して,質的に特に異ったものであ
るとは認められない.
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